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し
ょ
う 

ご

を
通
し
て
、
町
に
舞
台
整
備
の
相
談

を
も
ち
か
け
た
。
整
備
費
用
を
自
ら

負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
。
ほ
ど
な

く
し
て
許
可
が
下
り
た
。

　

平
成
21
年
10
月
、
本
格
的
な
舞

台
工
事
に
着
工
す
る
。
背
丈
ほ
ど
も

あ
る
草
を
刈
り
、
起
伏
に
飛
ん
だ
草

原
を
重
機
で
掘
り
起
し
た
。
設
計
や

石
材
約
40
㌧
を
提
供
す
る
支
援
者

も
現
れ
、
舞
台
造
り
に
追
い
風
が
吹

い
た
。
地
域
住
民
も
加
わ
り
、
現
場

へ
足
を
運
ん
だ
。
約
１
カ
月
間
、
自

ら
の
仕
事
を
持
つ
傍
ら
で
舞
台
は
完

成
し
た
の
だ
っ
た
。

　

平
成
21
年
11
月
、「
ゆ
う
す
げ
の

丘
」
記
念
式
典
が
開
か
れ
た
。
建

設
に
携
わ
っ
た
10
人
に
町
は
感
謝
状

を
贈
り
、
功
績
を
称
え
た
。

　

吉
無
田
を
思
う
心
が
共
鳴
し
て
誕

生
し
た
「
ゆ
う
す
げ
の
丘
」。
そ
の

場
所
で
言
葉
は
い
ら
な
い
。

　

吉
無
田
高
原
山
頂
に
天
空
の
舞
台

と
呼
ば
れ
る
「
ゆ
う
す
げ
の
丘
」
が

あ
る
。
平
成
21
年
秋
、
町
民
た
ち

が
自
ら
の
手
で
造
り
あ
げ
た
円
形
の

舞
台
だ
。
直
径
20
㍍
の
舞
台
を
は
じ

め
、
約
１
千
人
収
容
の
観
覧
席
、
駐

車
場
約
70
台
を
整
備
し
た
。

　

山
頂
は
元
々
、
草
原
の
小
高
い
丘

で
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
転
機
が

訪
れ
た
の
は
平
成
20
年
秋
、
町
商
工

会
（
当
時
藤
原
英
一
会
長
）
が
試

み
た
音
楽
イ
ベン
ト
だ
っ
た
。
有
明
海

を
一
望
で
き
る
情
景
は
反
響
を
呼

び
、
関
係
者
や
地
域
住
民
か
ら
常

設
舞
台
を
望
む
声
が
上
が
っ
た
。

　
「
吉
無
田
の
絶
景
を
生
か
し
た
い

|
」。
舞
台
建
設
に
立
ち
あ
が
っ
た
の

は
、
竹
内
昭
剛
さ
ん
（
上
野
）、
本

田
勝
敏
さ
ん
（
同
）、
上
田
利
明
さ

ん
（
滝
川
）
の
三
人
。

　

町
商
工
会
（
福
味
総
一
郎
会
長
）

の
夫
婦
な
ど
年
齢
層
は
さ
ま
ざ
ま
。

年
に
数
回
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も

少
な
く
な
い
。
来
る
者
を
飽
き
さ

せ
な
い
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、

サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
な
新
宅
さ
ん

の
人
柄
が
愛
さ
れ
て
い
る
証
拠
だ
。

　

週
の
半
分
は
広
場
に
通
う
新
宅

さ
ん
。
来
園
者
と
交
流
す
る
こ
と

や
、
ら
く
が
き
帳
を
見
る
こ
と
が

一
番
の
楽
し
み
だ
と
い
う
。

　
「
若
い
人
と
話
す
と
時
代
の
差
を

感
じ
ま
す
。
け
れ
ど
自
分
の
勉
強

に
も
な
り
ま
す
よ
」
と
う
れ
し
そ

う
に
笑
顔
を
こ
ぼ
す
。

　

あ
ず
ま
屋
に
備
え
つ
け
の
ら
く

が
き
帳
は
、
訪
れ
た
人
が
自
由
に

記
入
す
る
日
記
。
来
園
者
の
ア
イ

デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。ノ
ー

ト
を
開
く
と
、
子
ど
も
の
絵
、
結

婚
の
報
告
、
新
宅
さ
ん
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
と
健
康
で
長
生
き
を
願

う
言
葉
な
ど
が
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。

幸
せ
の
交
換
日
記
は
、
す
で
に
15

冊
目
を
数
え
て
い
る
。

　
「
吉
無
田
は
眺
め
と
空
気
が
最
高

で
す
。『
や
す
ら
ぎ
の
丘
』
は
遊
び

心
で
造
っ
た
わ
が
家
の
よ
う
な
も

の
。
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
一

番
で
す
よ
」
と
目
を
細
め
る
。

　
「
や
す
ら
ぎ
の
丘
」、
そ
れ
は
吉
無

田
の
壮
大
な
大
地
に
、
新
宅
さ
ん

の
お
も
て
な
し
の
心
が
溶
け
こ
ん

だ
幸
福
の
楽
園
と
い
え
る
場
所
だ
。

　

吉
無
田
高
原
か
ら
西
原
村
方
面

へ
向
か
う
途
中
に
、「
七
福
神
」
と

書
か
れ
た
看
板
が
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
。
こ
れ
は
近
く
に
暮
ら
す

新
宅
末
廣
さ
ん
（
田
代
・
81
歳
）
が
、

私
有
地
を
一
般
客
に
開
放
す
る
憩

い
の
手
作
り
広
場
「
や
す
ら
ぎ
の

丘
」
だ
。
草
原
だ
っ
た
山
を
切
り

開
き
、
平
成
16
年
4
月
に
開
園
し

た
。
敷
地
は
約
６
千
平
方
㍍
に
も

及
ぶ
。

　
「
吉
無
田
の
幸
せ
を
皆
さ
ん
に
お

す
そ
分
け
し
た
い
と
思
っ
て
始
め

ま
し
た
」
と
に
こ
や
か
に
話
す
新

宅
さ
ん
。
65
歳
ま
で
約
30
年
間
、

大
工
職
人
だ
っ
た
自
慢
の
腕
前
を

生
か
し
て
、
あ
ず
ま
屋
や
、
か
わ

や
を
自
ら
の
手
で
造
り
あ
げ
た
。

緑
一
色
だ
っ
た
広
場
の
下
に
は
、

シ
バ
ザ
ク
ラ
、
菜
の
花
、
コ
ス
モ

ス
を
植
え
て
、
四
季
の
彩
り
を
加

え
た
。

　

新
宅
さ
ん
の
好
奇
心
は
、
と
ど

ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
県
内
の

行
楽
施
設
か
ら
高
さ
約
3
㍍
の
七

福
神
を
譲
り
う
け
、
修
復
し
て
設

置
。
遠
く
か
ら
で
も
一
目
で
わ
か

る
七
福
神
は
、
今
や
広
場
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
月
と
共
に
成
長
す
る
広
場
は

瞬
く
間
に
人
気
を
呼
び
、
休
日
に

は
多
く
の
行
楽
客
が
足
を
運
ん
で

い
る
。
カ
ッ
プ
ル
、
家
族
、
年
配

楽園を築いた
幸福の伝道師

思 い 共 鳴 し た
天 空 舞 台 造 り

七福神がシンボルの「やすらぎの丘」。山を切り開き、コツコツと広場造りを
続けてきた新宅末廣さん。吉無田高原を訪れる人に幸せの風を運んでいる。

何の変哲も無い小高い丘だった吉無田高原山頂。そこに舞台を造りた
いという思いが生まれた。その思いは人の輪となり追い風を生んだ。

思いは今 風に乗って思いは今 風に乗って
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　「ゆうすげの丘」
は何度も設計変更
した結果、九州の4
分の1が望めるよう
に完成しました。秋
や春の景色はお勧
めします。まずは見
て、良さを知って、
利用してもらうこと
が大事です。

現場の全体調整役

上田 利明さん

　吉無田に人を呼
び込みたい思いが人
と一致して「ゆうす
げの丘」ができまし
た。動かないと何も
変わりませんから。
自分にできることを
やっただけ。一人
だったら何もできま
せんでした。

現場で重機操縦担当

竹内 昭剛さん

　自分にできること
は昼食を運んで腹
いっぱい食べてもら
うこと。吉無田は観
光資源であり私たち
の財産です。子や孫
に価値ある財産とし
て残せるように、み
んなで育てていかな
いといけません。

現場に無償で弁当配達

福味 総一郎さん
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